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１．ネット書店「BookWeb」始めるまで ～ 沿革 ～

1-1：紀伊國屋書店（創業77年）の営業売上シェアは、店舗関係＝60％、

　　 外商関係＝40％。外商は、短大･大学等の教育市場や企業研究所市場

　　 等をメインターゲットとする。

1-2：15年前に”第三の顧客”の創出を目指して「通販」（第3の販売ﾁｬﾈﾙ）

　　 へ進出。

1-3：一方、店舗におけるＰＯＳの導入、取次店等サプライチェーンとの

ＥＤＩ取引といった業務の機械化を20年前から進捗させていた。

1-4：上記の2と3が、「ネット販売」の早期且つ円滑なスタートするための

有利なバックボーンとなり、1996年10月にはネット書店「Kinokuniya

　　 BookWeb」をリリースした。



２. 紀伊國屋書店の「ネット書店」のバリエーション

★ BookWeb
　 　　1996年10月～開始
　　　 1996年10月～2002年9月9日までは「入会金1500円」を徴収。以降、無料化。
　　　　クレジットカード払い／代金引換え払い

★ BookWeb Pro
1999年1月～開始
外商の法人が対象。売り掛け請求。

★ハイブリッド・ウエブ

1999年8月～開始
店舗在庫のネット開示～　「代金引換え宅配」 と 「ご来店お取り置き」 に対応。

　 （現在、23店舗がネット上に“開店”）
★ 海外店 BookWeb

2003年2月～開始
海外店舗在庫のネット開示～宅配サービス （和書の非在庫品はBookWebが

　 　対応し送品） （実施店＝シンガポール本店、クアラルンプール店、シドニー店、サンノゼ店、
　　　　 サンフランシスコ店、シアトル店、ロスアンゼルス店、コスタメサ店、ポートランド店、 ニューヨーク店、

ニュージャージー店）



３．紀伊國屋書店の「ネット書店」のビジネスモデル

3-1: 経営統合～ネット販売を別会社とせず、本社の１販売チャンネルとする

3-2: 全社的システム・データベースの活用

3-3: 実店舗の仕入・在庫・品揃え～「単品管理システム」に依拠

3-4: ブランド力の発揮

3-5: ネット販売も「総合書店」の店構え

3-6: 販売情報をサプライチェーンへ開示



４．搭載する膨大な商品データベース

【和 書】 ① 書誌情報 （基本情報） ＜１８０万 ﾀｲﾄﾙ＞

② 内容情報（要旨・目次） ８９０万 ﾀｲﾄﾙ＞

③ 表紙画像 ＜５０万 ﾀｲﾄﾙ＞

④ 編著者ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ情報 ＜２０万 ﾀｲﾄﾙ＞

⑤ 紀伊國屋書店 「在庫」情報 ＜常時約１３００万冊＞

⑥ 日本書籍総目録 ＜常時 ６０万 ﾀｲﾄﾙ＞

　 　　　　 ⑦ オンデマンド本情報 ＜１千ﾀｲﾄﾙ＞

【 DVD・ビデオ】 ① 書誌情報・内容情報 ＜５万 ﾀｲﾄﾙ＞

② ジャケット画像 ＜１万 ﾀｲﾄﾙ＞



【洋　書】 ① 書誌情報～英・米・独・仏書～（基本情報） ＜２８０万 ﾀｲﾄﾙ＞

② 内容情報（要旨・目次） ＜８０万 ﾀｲﾄﾙ＞

③ 表紙画像 ＜５０万 ﾀｲﾄﾙ＞

④ 英米独仏・提携取次店「在庫」情報 ＜常時 約１２０万 ﾀｲﾄﾙ＞

⑤ 米国提携＜古書店＞ネットワーク情報 ＜２５００万タイトル＞

【海外マガジン】 書誌情報＆在庫情報 ＜常時 ８００アイテム＞

【和雑誌】 約９００誌の定期購読

【電子書籍】 約２万タイトル ～ダウンロード販売

【ＰＣソフトウェア】 約２千タイトル ～ダウンロード販売

【ふるほん文庫】 約５万タイトル



５．新たな販売チャンネルとして「ネット書店」の誕生

　　　独立ドットコム型

　 　クリックス＆モルタル型

　　 ヤマトブックサービス型

　　 店舗通販延長型

　　 取次店プラットホーム型

　　ショッピングモール型

　　 小規模専門店型



６. ＢｏｏｋＷｅｂは、なぜ店頭在庫を利用するのか？

★ 紀伊國屋書店の国内６０店舗の在庫商品数等

　 　　書籍在庫冊数： １,３００万冊 （常時）

　　 　書籍在庫タイトル数：　４０万タイトル （← 「いま入手できる」の常態： 50万）

★ 商品が最も豊富に集まり、かつ質量ともによくコントロールされた状態に

　 あるから。

　 　在庫力（仕入力・調達力）は、顧客満足度や売上高に直結！

　 　商品は限定数しかない。発注すれば必ず、そして早期に入手できるものではない。

★ 店売コストと通販コストの共有

　　　～ 共通の「倉庫」化。

　　　～ 「単品管理システム」 の成就により実現。



７．「リアルタイムニーズ」に応える

野村総合研究所「消費者1万人アンケート」（2003年7月／対象15～69歳）
① 利便性消費　　　３５％　･･･　購入時に安さより利便性を重視

② 安さ納得消費　　３４％　･･･　製品にこだわりはなく、安ければよい

③ プレミアム消費　１８％　･･･　気に入った付加価値には高価でも対価を払う

④ 徹底探索消費　　１３％　･･･　多くの情報を収集して、気に入ったものを安く買う

安さよりも①利便性の重視へ＝「思い立ったらすぐに手に入れたい」

→いつでもどこでも注文に応えられる販売体制
　　◎店舗やサイトなど販売チャンネルの多様化

　　◎提携による店舗の拡大

　　◎アフィリエイト（サイトへの入り口）を増やす

　　◎携帯電話等の情報機器へのサービス拡充

　　◎注文からお届けまでのリードタイムをなるべく短縮



８. 　ユビキタス社会への対応

～いつでも、どこでも、ネット利用を意識せずに･･･

　　　　↓↓　「公式サイト」として出店　↓↓

　　　　　★ 携帯電話

　　　　　★ ＰＨＳ

　　　　　★ Ｐｏｃｋｅｔ－ＰＣ

　　　　　★ 固定電話（Ｌモード）

　　　　　★ ネット対応デジタルテレビ（「Tナビ｣機能付き）



　９.  「Ｂ to Ｃ」サービスを支える「Ｂ to Ｂ」

～サプライチェーンへの情報開示

1. Puline-Web
　　　　紀伊國屋書店全店（59店舗）の仕入販売情報をサプライヤーへ全面開示

　　 　 「単品管理システム」の成就による成果！

　　　　マーケティング＆プロモーションの共有化／適正在庫の追及

　　　　

　　　　〔提供メニュー〕

　　　　オールベスト／各店ベスト／雑誌分類別ベスト／客層別ベスト／商品指定売上情報／
　　　　　号別雑誌コード指定売上情報／売上ゼロ商品／在庫ゼロ商品／商品指定在庫一覧／

　　　　　ほか。

　



2. BookWeb for Publisher
　

　　「ネット書店」受注明細の開示

　　書籍内容情報・ＰＲ情報のダイレクトメンテナンス

　　 〔提供メニュー〕

　　　出版社別の「受注」明細
　　　　宣伝PR情報のダイレクト入力

　　　　入手可否情報のメンテナンス



ＢｏｏｋＷｅｂ トップ画面



ＢｏｏｋＷｅｂ Ｐｒｏ　トップ画面



ハイブリッドウェブ　トップ画面



海外店BookWeb　（BookWeb Singapore のトップ画面）



ＢｏｏｋＷｅｂの商品詳細画面



Publine-Web データ例　（販売実績）
梅田本店／2005年9月13日／女性19～29才／文庫本の販売ベスト



Publine-Web　データ例　（販売実績例）
福岡天神店／2005年9月13日／旅行・情報誌のベスト



BookWeb for Publisher　データ例　（ネット受注実績）
紀伊國屋書店出版部／2005年8月



BookWeb for Publisher　利用例
出版社による「内容情報」の書き込み／入手可否のメンテ
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